
■
防
災
気
象
情
報
の
活
用

　

特
に
梅
雨
時
期
は
、
気
象
情
報
に
注
意

が
必
要
で
す
。
大
雨
な
ど
の
時
に
発
表
さ

れ
る
注
意
報
や
警
報
は
、
各
地
域
の
住
民

に
注
意
を
呼
び
か
け
、
災
害
に
よ
る
被
害

を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

�
重
大
な
災
害
が
起
こ
る
恐
れ
が
あ
る
場

　

合
、「
大
雨
警
報
」
が
発
表
さ
れ
ま
す
。

　

災
害
危
険
個
所
で
は
避
難
の
準
備
が
必

　

要
で
す

　
（
発
表
基
準
値
）

　
　

1
時
間
雨
量�
　

ミ
リ
以
上

50

　
　

3
時
間
雨
量�
1
0
0
ミ
リ
以
上

　
　
　

時
間
雨
量�
1
5
0
ミ
リ
以
上

24

�
災
害
が
起
こ
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
、　

　
「
大
雨
注
意
報
」が
発
表
さ
れ
ま
す
。
避

　

難
の
心
構
え
が
必
要
で
す

　
（
発
表
基
準
値
）

　
　

1
時
間
雨
量�
　

ミ
リ
以
上

30

　
　

3
時
間
雨
量�
　

ミ
リ
以
上

60

　
　
　

時
間
雨
量�
　

ミ
リ
以
上

24
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■
災
害
時
の
避
難
場
所
の
確
認

　

日
ご
ろ
か
ら
家
庭
や
地
域
で
災
害
時
の

避
難
場
所
を
確
認
し
、
安
全
な
経
路
を
決

め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
本
市
で
は
、
地
区

公
民
館
や
学
校
、
公
園
な
ど
を
避
難
場
所

に
指
定
し
、
表
示
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

■
が
け
崩
れ
の
前
触
れ

　

雨
水
が
染
み
込
み
、
柔
ら
か
く
な
っ
た

土
砂
が
斜
面
か
ら
突
然
崩
れ
落
ち
る
が
け

崩
れ
に
は
、
次
の
よ
う
な
前
触
れ
が
あ
り

ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
注
意
が
必
要
で
す
。

�
が
け
か
ら
流
れ
る
水
が
濁
る

�
地
下
水
や
わ
き
水
が
止
ま
る

�
が
け
に
亀
裂
が
入
っ
た
り
、
小
石
が
落

　

ち
て
く
る

�
が
け
か
ら
音
が
す
る

■
地
域
の
防
災
対
策

　

万
一
に
備
え
て
、
家
の
内
外
（
屋
根
、

外
壁
、
雨
ど
い
、
非
常
持
ち
出
し
品
）
の

確
認
を
し
た
り
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

な
ど
に
は
、
隣
近
所
で
声
を
掛
け
合
っ
た

り
す
る
な
ど
、
災
害
時
は
地
域
ぐ
る
み
で

の
活
動
が
必
要
で
す
。

■
災
害
時
の
連
絡
先

　

長
崎
海
洋
気
象
台
が
佐
世
保
市
域
に
大

雨
・
洪
水
警
報
を
発
表
し
た
場
合
、
消
防

局
に
災
害
警
戒
本
部
を
設
置
し
、
警
戒
に

当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
関
係
機
関

へ
す
ぐ
に
連
絡
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

■
地
震
発
生
時
の
行
動
ポ
イ
ン
ト

①
ま
ず
、
身
の
安
全
を
確
保
す
る

　
（
丈
夫
な
机
や
テ
ー
ブ
ル
の
下
に
身
を

　

隠
す
）

②
す
ぐ
に
火
の
始
末
を
す
る

　
（
た
だ
し
、
揺
れ
が
大
き
い
と
き
は
揺

　

れ
が
収
ま
る
ま
で
自
分
の
身
を
守
る
）

③
非
常
脱
出
口
を
確
保
す
る

④
外
に
出
る
と
き
は
慌
て
ず
避
難
す
る

　
（
瓦
な
ど
の
落
下
物
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の

　

倒
壊
に
注
意
）

⑤
正
し
い
情
報
を
入
手
し
、
安
全
な
手
段

　

で
避
難
す
る

　
（
ラ
ジ
オ
な
ど
を
活
用
）

風
水
害
、
地
震
災
害
に
備
え
ま
し
ょ

風
水
害
、
地
震
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
うう

　

ま
も
な
く
、
梅
雨
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
気
象
情
報
に
注
意
し
、

大
雨
に
よ
る
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
地
震
は
突
然
発
生
し
、
一
瞬
で
生
命
や
財
産
に
大
き
な
被
害
を

も
た
ら
し
ま
す
。
普
段
か
ら
、
家
庭
で
地
震
か
ら
身
を
守
る
対
策
を
考
え
、
も
し
も
の
時
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

災　害　時　の　連　絡　先

  �0956-24-1111市役所河川課がけ崩れ、落石などの土砂災害

  �0956-24-1111市役所道路維持課道路に関する災害

  �0956-23-5121消防局防災対策課上記以外の災害

　　　�119消防局指令課人命にかかわる緊急な災害

  �0956-64-3111吉井行政センター
行政センター管内の災害は各行
政センターでも受け付けます　

　　　

  �0956-76-2211世知原行政センター

  �0959-57-3111宇久行政センター

  �0956-41-3111小佐々行政センター

梅
雨
に
備
え
る

地
震
に
備
え
る

●８ 
おわびと訂正　5月号10ページで、国民健康保険税の減額対象世帯が「昭和15年1月
　　　　　　　2日以前生まれの人がいる世帯」とあったのは、「昭和15年1月1日以
　　　　　　　前生まれの人がいる世帯」の誤りでした。おわびして訂正します。
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■
普
段
の
地
震
対
策

�
家
庭
で
防
災
会
議
を
開
く

　
（
家
の
中
で
ど
こ
が
一
番
安
全
か
、
避

　

難
場
所
の
確
認
、
幼
児
・
老
人
等
の
避

　

難
時
の
対
応
な
ど
）

�
家
具
等
の
転
倒
、
落
下
防
止
を
す
る

　
（
家
具
等
は
留
め
金
な
ど
で
固
定
す
る
）

�
ラ
ジ
オ
、
非
常
食
、
飲
料
水
、
救
急
用

　

品
な
ど
非
常
持
ち
出
し
袋
を
準
備
す
る

■
地
震
発
生
時
の
家
族
の
安
否
確
認
方
法

�
地
震
発
生
時
に
落
ち
合
う
場
所
を
決
め

　

て
お
く

�
安
否
情
報
の
取
り
次
ぎ
を
し
て
も
ら
え

　

る
親
戚
・
知
人
等
（
遠
方
に
住
ん
で
い

　

る
こ
と
が
必
要
）
を
決
め
て
お
く

�
N
T
T
「
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
1
7

　

1
」
を
活
用
す
る

■
地
震
に
よ
る
津
波
に
注
意

　

地
震
に
よ
る
津
波
の
発
生
が
予
想
さ
れ

る
と
き
は
、
注
意
が
必
要
で
す
。

�
海
岸
近
く
に
い
る
と
き
は
、
高
い
場
所

　

に
避
難
す
る

�
小
さ
な
揺
れ
で
も
注
意
す
る

�
津
波
の
ス
ピ
ー
ド
は
非
常
に
速
い
の
で

　

早
め
に
避
難
す
る

�
津
波
は
1
回
と
は
限
ら
な
い
の
で
注
意

　

す
る

�
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
等
で
正
し
い
情
報
を

　

得
て
、
冷
静
に
行
動
す
る

■
地
震
発
生
時
の
緊
急
避
難
場
所

　

自
宅
周
辺
に
あ
る
小
・
中
学
校
、
高
校
、

大
学
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
公
園
が
一
次
的
な

避
難
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
避
難
す
る
場

合
は
周
囲
の
状
況
を
確
認
し
、
安
全
な
経

路
で
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

■
地
域
自
主
防
災
組
織
の
結
成

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
生
き
埋
め

や
屋
内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
の
う
ち
、

専
門
の
救
助
隊
に
助
け
ら
れ
た
人
は
、
わ

ず
か
1
・
7
％
で
し
た
。
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
教
訓
が
示
す
よ
う
に
、
大
規
模
な

災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
公
的
機
関
に
よ

る
救
助
活
動
が
十
分
に
行
え
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
重
要
な
役
割
を
果

た
す
の
が
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て

活
動
す
る
自
主
防
災
組
織
で
す
。

　

現
在
市
内
で
は
、
百
二
十
四
の
自
主
防

災
組
織
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
市
内

の
世
帯
割
合
で
は　

・
5
％
に
す
ぎ
ま
せ

26

ん
。
地
域
自
主
防
災
組
織
の
結
成
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。　

■
「
C
O
2
削
減
／
ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

　
　

6
月　

日
（
土
）
〜　

日
（
水
）

17

21

　

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
環
境
省
の

呼
び
か
け
で
「
C
O
2
削
減
／
ラ
イ
ト
ダ

ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」が
行
わ
れ
ま
す
。　

　

特
に
、
6
月　

日
（
日
）
の
夜
を
「
ブ

18

ラ
ッ
ク
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
2
0
0
6
」

と
題
し
、　

時
〜　

時
の
2
時
間
、
全
国

20

22

各
地
の
大
タ
ワ
ー
類
を
は
じ
め
と
す
る
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
施
設
の
電
気
を
一
斉
に
消
す

こ
と
を
広
く
呼
び
か
け
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
家
で
も
電
気
を
消
し
て
、
地

球
の
将
来
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

�
冷
房
の
温
度
は　
�
以
上
、
暖
房
の
温

28

　

度
は　
�
以
下
に
設
定
す
る

20

�
自
動
車
の
停
車
中
は
エ
ン
ジ
ン
を
切
る

�
使
用
し
て
い
な
い
家
電
製
品
は
コ
ン
セ

　

ン
ト
を
抜
き
、
待
機
電
力
を　

％
削
減

90

　

す
る

�
シ
ャ
ワ
ー
の
使
用
時
間
を
1
日
1
分
間

　

家
族
全
員
が
減
ら
す

�
家
族
が
同
じ
部
屋
を
利
用
し
、
冷
暖
房

　

と
照
明
の
利
用
を
2
割
減
ら
す

�
買
い
物
袋
を
持
ち
歩
き
、
野
菜
な
ど
は

　

省
包
装
の
物
を
選
ぶ

�
テ
レ
ビ
番
組
を
選
び
、
1
日
1
時
間
テ

　

レ
ビ
利
用
を
減
ら
す

■
「
佐
世
保
市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推

　

進
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た　

　

地
球
温
暖
化
対
策
は
人
類
の
大
き
な
課

題
で
す
。
地
域
で
の
取
り
組
み
が
地
球
規

模
の
取
り
組
み
に
な
る
こ
と
を
理
解
し
て

も
ら
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
地

球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め

の
指
針
と
し
て
、「
佐
世
保
市
地
球
温
暖

化
対
策
地
域
推
進
計
画
」
を
こ
と
し
4
月

に
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
市
民
、

市
民
団
体
、
事
業
者
と
行
政
が
連
携
、
協

働
し
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
の
利
用
方
法

　

①
「
1
7
1
」
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る

　

②
利
用
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
、
伝

　
　

言
の
録
音
・
再
生
を
す
る

◎
災
害
伝
言�
�
�
と
覚
え
て
く
だ
さ
い

日ごろから、
防災意識を
持つことが
大切です

●
お
尋
ね　

消
防
局
防
災
対
策
課

　
（�
0
9
5
6
・
2
3
・
5
1
2
1
）

6 
月 
は 
環 
境 
月 
間 
で 
す

●
お
尋
ね　

市
環
境
保
全
課

　
（�
0
9
5
6
・
2
6
・
1
7
8
7
）


